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論文内容要旨
 人勝帯沿よび胎盤の神経要素の存在については,一部に神経の存在を認めたという報告もある
 が,一般に否定的見解が多い。最近JaCOb80nらはメチレン膏法で臍帯はもらろん胎盤にも
 神経線維のあることを認めたと報告している。一方,TenB8rgeは生理学的実験を行ない,
 種々の薬物を臍帯より注入して血管が収縮したり,閉鎖したりすることをみているがこれに類し
 た報告は数多くあり,これらのことは臍帯の血管も従来いわれていたような体液的反応のみでな
 く,一般の血管と同様,神経支配によって収縮,拡張が行なわれているごとを示唆するものとい
 わなければならぬ。よって筆者は,胎盤寿よぴ臍帯の神経を証明すべぐこの研究を行なった。
 実験材料並びに実験方法;材料は,胎生4ヵ月から10カ月までの胎盤かよび臍帯合計11例
 を用い,娩出後直ちに10%中性ホルマリンに6ヵ月以上固定した後染色に移した。なむコント
 ・一ルとして人延髄を同様固定処理した。実験方法は現在もつとも優れた方法とされている瀬戸
 鍍銀法を用いた。標本は凍結ミク・トームで厚さ40μの切片を作成し,胎盤は絨毛一脱落膜面
 輪よぴ水平面の切断を,臍帯は斜め横断および斜め縦断とした。実験に当っては,染色効果を安
 定させるため特に乾燥期を選び.,室温は18じ～25じの間とし'レ普通の室内で行なった。
 実験成績;1)妊娠初期に寿いでは,胎生4ヵ月の材料2例について検討したが,2例と'も
 臍帯については神経線維を証明することはできなかった。なおこのとき人延髄のコント・一ルに
 ついては,神経耗雛は良ぐ鍍銀されていた。
 2)妊娠中期すなわち胎生5,6,アヵ月の各1例についての検索では,神経線維は主として
 Wllarton膠様質内に荏在し,その形態は神経線維束としてみられた。これを妊娠末期のものに
 比較してみると,線維束は細ぐそれを構成する1本の線維も繊細な感じがしたが胎生7ヵ月例で
 はやや太ぐなっているのが特徴的であった』また臍帯血管壁に末梢に近いと思われる神経線維が
 認められ隣動豚中膜に接して吟た。なお膀静腸壁には神経線維は認められなかった。
 5)妊娠末期に沿いては一般に多数の太い神経線維束がWhar七〇n膠様質内に認められた。
 ま・たこれら編椎束はWhar七〇n膠様質内で分岐したり,細線維が一部網状の構造を示し終網
 (ternina■retiCUIU血)を思わせる形態をしているものもあった。尿膜管の近くや血管
 壁にも神経繍筐が存在した。また線維束は,血管や羊膜鞘,尿膜管などよ'りや』離れた位置に単
 独で存在していた。この線維束は,太い線維と細い遜雛で構成されており,線維束からさらに線
 維が分岐していることもあったが,特に神経こ)末梢部分に近いと思われる線維からの分岐が多く
 認められた。羊膜鞘に近い部分に論いて分鼓していろ唐鞍を認めろことがあったが,羊膜自体に
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 は神経繍窪は認められなかった。膀動豚血管壁には神経線維がしばしぱみられたが,血管の中膜
 に接近するとこれら線維は,しばしば強い蛇行を示した。なむ血管の筋層内において遊離に終る
 自由終末らしい線維も認められたが,膀静豚壁には神経繍纒は認められなかった。
 4)胎盤にむける神経分布については,、Dヵ月例5例について検討したが,胎盤内に神経
 線維と思われるものぼ全ぐ認められなかった。なおコント・一ルはいづれの場合も良染された。
 要するに臍帯の神経線維は胎生5ヵ月から認められたがしかし妊娠末期暖帯にむいても鵬帯全
 長にわたっては認められなかった。臍帯を1～2㎝毎に切断して,胎生5,7,8ヵ月各1例,
 胎生10カ月2例について検討してみると,どの例も胎児側%～翅に限局していた。神経線維
 束は,主としてWhartOn膠様質内で認められ,妊娠末期のものと本質的には同じであった。
 これらの線維束は確認された範囲内で,胎児側と胎盤側での形態的な差は著明で左かつた。神経
 線維束の終末については,必らずしもすべて確認できなかったが,恐らく途中で分岐をして血管
 壁に進入していぐものと推定される。なお臍帯のどの部分にも神経節細胞は認められず,また羊
 膜自体にも神経線維はみられなかった。
 考案;」acob80n他はメテレン膏染色で,胎盤や臍帯にも神経線維の存在することを報告
 しているが1本実験では,瀬戸鍍銀法を用いて臍帯の胎児側麺～%に限局されている点でJaco-
 b80nらの成績と異なっている。このことはメチレン青法と鍍銀法の優劣の差によるか,また
 はメチレン膏法では神経要素以外のものが染色されるためと考えられ為.しかしメチレン青や銀
 は必ずしも神経線維に特異的なものではなく,本実験の場合も膠原線維はや』'色調を異にするが神経
 1縛維と共に良く鍍銀されていた。一方,鍍銀法は歴史的にも古く,数多ぐの改良法が考案され,
 現在では神経要素の染色法として鍍銀法が最も優れており、信霧度も高いものとされ亡いる。本
 実験では,コント・一ルとして常に入延髄を同様に固定,処理して用いたがいづれの場合も良く
 鍍銀されていたことは,筆者の見た神経線維様線維は,神経線維その.ものであったと云ってよい
 だろう。
 結論;・各妊娠月の人臍帯むよぴ胎盤につき瀬戸鍍銀法を施こし,神経要素を追及し次の成績を
 得た6
 1)胎生5ヵ月より10カ月まで㊧湾帯に神経線維の存在を認めた。とれらは植物神経で血管
 運動を調節しているものと考えられたg
 2)この神経の形態は,血管壁に接し自由終末に終り,四har七〇n膠様質内では神経線維束
 として走り,分岐していた。また終網の形成もみられた。
 5)神経の分布範囲は,膀輪より胎児側%～%に限局していた。
 4)胎盤組織内では神経を証明できなかった。
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 審査結果の要旨
 胎児と母体の連結臓器である臍帯かよび胎盤の神経支配についてはまだ十分明かに・されていない。
 従来、,胎盤かよび一部臍帯で神経線維が証明されなかったが,これは神経線維染色法の不備による
 もので,神経線維の存在を否定するものではないという見解も成立つように思われる。最近
 」乱COb80nらがメチレン青染色法で膀、帯および胎盤に神経線維を証明したと報告しているが,追試
 した限りでは胎盤に棚瀞皇維と断定すべきものを確認でき攻かつた。そこで著者は,神経線維染色
 法として,もっとも優れている瀬戸鍍銀法を用いて胎盤かよび臍帯の神経線維の存否を追及した。
 本法は固定法および染色技術に左右されることが大きいので,ヒト延髄をコント・一ルとして比較
 検討した。その成績は次のごとくである。
 11,ヒト胎盤組織内では神経線維が証明されなかった。
 2)臍帯では,胎生4ケ月のものには神経線維が証明されず,5カ月以後の騎帯で神経線維が血
 管壁に接し,自由終末に終るもの,Whar七〇n膠様質内を神経線維束として走り,分岐するもの,
 また終網を形成するものとして認められた。
 5-1・カ月の稀のいず起に紳ても・幸中働分布鯛は・稀から號1則ワ5-1/4解
 限局し,胎盤側では神経を証明することができなかった。
 これらの線維は植物神経と見られ,これが臍帯の血管運動を調節すろ役割を果しているものと考
 えられる。
 本染色法が甚だ勝れたものであることから考えて,胎盤絋曙帯の胎盤側2/ジ5/4戯
 人に夢けるような神経支配は行われていないものと断定して差支いなく,これを裏付けた本論文は
 学位授与に値するユニークなものと判定した。
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